人間 記録な どと いう 言 葉に、 吾々 はも はや 甘やかさ 

れ はしない。 人生記録 は 既に 遠くの 彼方に 眺められる。 

それの 改装した 人間 記録 も、 可な りの 彼方に 眺められ 

る。 この 距離感 は、 立場の 移転 を 示す。 

新たな 出発に 当って、 吾々 の 立場の 移転 は 種々 のこ 

とに よって 知られる。 例えば、 最近まで あれほど 身近 

に 感ぜられた アンドレ • ジ イドが、 今 は 可な りの 距離 

に 遠退いて いる。 これ は 初期と 中期との 彼の 作品に つ 

いて 言う ので ある。 あの 精緻な 追求 や 仮託 は、 吾々 に 

とって 一時の 道連れに 過ぎなかった。 ポ— ル. ヴァレ 

リ —についても、 吾々 はも はや 同じ 呼吸 を屎ち 得ない。 
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